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【ハンズネクスト】
宇都宮大学 HANDS プロジェクト（文部科学
省特別経費プロジェクト「北関東を対象とした
外国人児童生徒支援のための地域連携事業）は 2
年目のスタートを切りました。
巻頭のご挨拶として 3 点述べたいと思います。
第一に、最近特に強く意識していることが、
外国人児童生徒の「進路保障」および日本語指
導が必要な高校生への学習支援という問題です。
栃木県で公立中学校を卒業した外国人生徒の進
路調査をこれまで４回行ってきました。その結
果、中学 3 年次に日本語指導が必要だった外国
人生徒が高校に進学する場合、（1）定時制に進
学する割合が日本人生徒に比べてはるかに高い
こと、および（2）特別措置を利用して全日制へ
進学するケースが多いこと、の 2 点が明らかに
なっています。日本語指導が必要な中学 3 年次
に対しては特別枠や特別措置を通して進路保障
が求められていると思います。また、日本語指
導が必要な外国人生徒が高校での学習について
いくことは容易ではなく、特別な日本語学習支
援などが必要です。
例えば、神奈川県では 10 校の高校が「特別枠」
で例年 100 人程度の外国人生徒を受け入れてい
ますが、その多くは日本語指導が必要な生徒で
す。そして、神奈川県は日本語指導が必要な生
徒が 5 人以上いる高校には基本的に日本語指導
員を派遣する制度を設けています。いわば、高
校における拠点校制度です。日本語が不十分だ
から高校に受け入れないのではなく、積極的に
受け入れて、高校で日本語能力を含め「育てる」
という発想がこのような制度を支えていると思
います。他県での進路保障や高校での学習支援
の現状から学ぶべき点は非常に多いと考えます。
第二に、上記のような問題意識のもとで外国
人生徒の「進路保障」をテーマにした研究計画
を策定し、文科省の科学研究費補助金に応募し
た結果、今年度から 5 年間の研究として採択さ
れました（正式課題名：「将来の『下層』か『グ
ローバル人材』か ‐ 外国人児童生徒の進路保障
実現を目指して ‐ 」）。研究の目的は、以下の通
りです。「ポルトガル語、中国語、フィリピン語、
スペイン語を母語とする生徒を取り上げ、かれ
らが高校進学に至った / 至らなかった過程を大
きく左右した要因を「客観的条件」と「意味世界」
の領域に分けて整理し、それらの相互の関係に
ついて分析する。また、進路（職業）と結び付
けて外国人生徒の高校進学 / 非進学の意味を多
元的に分析し、かれらの進路保障の在り方につ
いて提言する」。現時点でのメンバーは、本学の
教員 6 名、他大学の教員 4 名、本学大学院生 1
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名です。外国人児童生徒の進学問題における地
域格差、母語（国籍）間の格差の実態を浮き彫
りにし、外国人児童生徒の進路保障の実現に向
けた具体的な政策を提言することを目指します。
第三に、HANDS の成果を取り入れた国際学
叢書（『地域のグローバル化にどのように向き合
うか‐外国人児童生徒教育問題を中心に‐』（田
巻松雄著）を下野新聞社より 3 月に刊行しまし
た。本書は、栃木県・日本・東アジアの諸地域
での人の移動をめぐる調査研究をベースにして、
第Ⅰ部「多文化共生と外国人労働者問題」では、
政策的側面から子供たちが置かれている状況を
読み解き、第Ⅱ部では栃木県内の調査や他県で
の聞き取り調査などをもとに「外国人児童生徒
教育問題の諸相」を実証的に論じました。第Ⅲ
部では、HANDS の実践と国際学部の取り組み
を詳しく述べました。日本教育新聞（2014 年 7
月 14 日付）の紙面で紹介いただきました。数に
限りはありますが、希望者には贈呈させていた
だきます。希望者は HANDS コーディネーター
の船山千恵（028-649-5196）か田巻（tamakimm@
cc.utsunomiya-u.ac.jp）までご連絡下さい。
今年度も張り切っています！！
はじめまして。
今年 4 月に着任し、それと同時に HANDS の
メンバーに加えていただきました。今年度、宇
都宮大学では、「多文化共生論入門」や「多文化
共生教育」などの授業を担当しています。
専門は比較教育学で、ドイツにおける移民児
童生徒の教育について、言語教育の観点からの
分析を中心に研究してきました。もともとは高
校の教員志望だったので、大学では教職課程を
履修しながら数学を専攻していましたが、教育
とは何か、学ぶとは、成長するとは、…、と考
えているうちに教育学を学びたくなり、大学院
に進みました。大学院では、「人権としての教育」
や「教育への権利」といったことに関心を寄せ
ながらも、なかなか具体的な研究テーマを定め
られずにいたところ、指導教授から『ドイツの
異文化間教育』（天野正治編著、1997 年）という
本を紹介され、それが現在に至るまでの研究の
出発点となる運命の出会いになりました。同書
を手がかりに、修士論文「ドイツにおける異文
化間教育の展開と理論」を書き、さらに移民児
童生徒への母語教育とドイツ語教育に関する政
策の変遷に焦点を当てた研究を進めて、博士論
文「ドイツにおける移民児童生徒に対する言語
教育の展開－ヘッセン州の言語教育政策史を中
心とする考察－」にまとめました。
現在、ドイツの学校には「移民背景を持つ児
童生徒」が数多く在籍し、その割合は 15 歳児で
25.8％（PISA2012）に上ります。移民割合の高
い地域では移住者の構成も多様で、現地調査で
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33 か国からの児童生徒が学ぶ異文化間シュタイナー学
校マンハイム校
